
１　研究計画 

 

（１）　研究主題   

主体的に学び、共に高め合う子どもの育成 

～深い学びが生まれる算数科の授業づくり～

                         

（２）　主題設定の理由　　 

　　【社会の要請から】 

　　　　人工知能が飛躍的に進化していくこの時代において、その思考の目的を与えたり、目的のよ

さ・正しさ・美しさを判断したりできるのは人間の最も大きな強みであるということが再認識

されている。また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大などにより、「予測困難な時代」の生

き方について考えることが重要であることを実感することとなった。これからの社会を生きる

子どもたちにとって、自ら課題を見付け、自ら学び、考え、判断して行動する力を身に付けて

いくことがますます必要になってきている。 

　　　　新学習指導要領では「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を行い、対話・協

働を通した学びの質の向上を追究することが示されている。「何を学ぶか」「どのように学ぶか」

を踏まえ、どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのかという「見方

・考え方」を各教科で働かせることができるようにすることが重要である。また、令和３年１

月には中央教育審議会から「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可

能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」が打ち出された。この「個

別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させながら、「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善に取り組むことで、他者と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓くことのできる力を育んでいきたい。                                 

         

【学校教育目標達成の面から】 

　　本校の教育目標は「共に学び、共に生きる子ども～品性・主体性・協働性の育成～」である。

また、目指す子ども像として「品性の豊かな子ども」「主体性のある子ども」「協働性を発揮す

る子ども」を掲げている。安心して失敗できる学級の中で、互いに認め合い学び合いながら、

好奇心、探究心、向上心をもって学び続ける子どもを育てることのできる教育活動の充実を目

指している。本主題に取り組むことで、子どもたちの資質・能力の育成に向け、教育活動のよ

り一層の充実を図っていきたい。 

 

【これまでの研究のあゆみから】 

　本校ではこれまで、学習指導要領の基本的なねらいである「生きる力」を育むために、より

よい教育課程を探究し、授業改善に取り組んできた。昭和３９年度よりＴＴ（ティームティー

チング：協力教授組織）を活用した指導方法の工夫や評価の改善に努めてきて今年度で６２年

目となる。 

　平成２９年度は「主体的に学びあい、よりよい自分をめざす子どもの育成～道徳科の授業づ

くりを中心として～」、平成３０、令和元、２、３年度は「自分をひらき、共によりよく生きる

子どもの育成～気付き、語り合い、考えを深める道徳科の授業づくり～」を研究主題に掲げ、道

徳科を窓口として研究に取り組んだ。５年間の道徳科の研究では、道徳科の授業づくりや全教



育活動で行われる道徳教育を意識して体験活動等を実施した。子どもたちが友達などの他者や

教材と向き合い、対話することを通して、自分をしっかりと見つめ、よりよい自分探しをする

ことのできる授業を多く展開できたと考える。また、感染症対策を踏まえた対応が求められる

中であっても、前向きな気持ちで共によりよく生きようとする子どもの育成を目指して、豊か

な心を育む体験活動の充実を図ってきた。　 

　これまでの道徳科での学びで見られた、問題を自分事として捉えて主体的に学び合おうとする

姿や、工夫して生活や学習をよりよいものにしていこうとする態度を他教科につなげていきたい

と考え、令和４年度からは「主体的に学び、共に高め合う子どもの育成～深い学びが生まれる算

数科の授業づくり～」を研究主題に掲げ、算数科を研究の中心として取り組んでいる。道徳科で

身に付けた力は、算数科における「学んだことを生活や学習に活用しようとする態度」につなが

っている。 

　研究三年目となった昨年度は、「数学的見方・考え方を働かせ、学びを深めることのできる授

業づくり」と「ＩＣＴを効果的に活用した授業づくり」を重点に、授業改善に取り組んだ。授業

づくりにおいては、ティームで授業を計画・検討する姿勢を大切にしており、日常的には学年ご

との指導ティームによって、研究授業の際は学習指導部授業研究班のメンバーが加わって進める

など、本校のＴＴ教育の伝統を生かした取組となった。成果としては、導入や学び合い場面での

工夫が挙げられる。導入では、身近な場面を取り上げたり体を使って場面の様子を確かめたりす

るなどの分かりやすい問題提示や、既習事項の確認などをしたことで、子どもたちが見通しをも

って自力解決に向かうことにつながった。さらに、様々な解決方法を選択できるようにしたり、

協働学習支援ツールを使って自分の考えを説明したりすることで、子どもたちが主体となって解

決に向かうための話合いができた。教師も、学び合いの適切なコーディネート力が高まってきた

と思う。大切な言葉や考え方について子どもたちに問い返すことで、子どもたちの気付きが深ま

った場面が多く見られた。また、秋田大学教育文化学部理数教育コース　数学教育研究室の加藤

慎一氏をお招きし、校内授業研究会等、様々な場面でご指導・ご助言をいただいた。授業実践に

生かしていくヒントを得ると共に、授業後の研修会では、授業の中で子どもたちがどのようなプ

ロセスで思考したかに目を向けることが大切であること、そのためには、教師の「聞く」という

行為（森本明、2006）が重要であることや、態度の涵養などについてご指導いただいた。成果が

見られる一方で、自分の考えを順序立てたり根拠を明確にして説明したりするための支援の在り

方や、自分の考えや変化について振り返る力を付けていくための方策について、更なる工夫と研

修が必要であることが課題として残った。まさに、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実を図ることが必要である。数学的活動の楽しさや数学のよさを実感できるような学び合いとそ

れらの活動を支えるＩＣＴの効果的な活用を目指して、研究・実践に取り組んでいきたい。 

     

　　【子どもの実態から】 

令和６年度の本校での算数科アンケート（全校児童、６月と１２月に実施、６月は１年生を除

く）と秋田県学習状況調査の「学習の意欲等に関するアンケート」（４～６年生）の結果を見る

と、昨年度に引き続き、子どもたちの多くは、勉強が大切だと考え、友達と話し合う活動を通じ

て学ぶよさを実感していることがうかがえる。　　　　 

算数科アンケートにおいて、「算数科の時間の勉強が好きだ」に対して「そう思う」「どちらか

といえばそう思う」と選んだ子どもたちは、その理由として「計算が好きだから」「問題が解け

たり、新しい問題に出会うと楽しいから」「みんなで意見を出し合いながら答えを求めていくの

が楽しいから」などを挙げていた。「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」を選んだ

理由としては、「難しいから」「意味が分からない時があるから」「新しい問題が分からないから」

などを挙げていた。問題解決の楽しさや達成感を感じる子どもがいる一方で、それまでの学習の



定着度が影響する教科の特性により、学年が進むにつれて苦手意識をもつ子どもが増えているこ

とが分かった。個別最適な学習の在り方、学び合いの場の学習の工夫について課題を残す結果で

あると考えられる。 

秋田県学習状況調査の算数科の平均通過率については、６年生は全県平均を若干下回り、４、

５年生については全県平均を大きく下回る結果となっている。基本的な計算などは定着してきて

はいるが、十分とは言えない。問題の意味を正しく捉えること、数量の関係を捉えて式を立てる

こと、言葉や式を結び付けて、根拠を示しながら説明することなどに課題が見られた。また、Ｉ

ＣＴ活用に関する質問項目の回答から、授業の中でのＩＣＴ機器の使用頻度については、どの学

年も昨年度と同様に、日々の授業の中で活用していることが分かった。しかし、活用の仕方につ

いては、学年によって差が見られた。 

以上の実態から、算数科において「数学的表現を用いて自分の考えを表すこと」「目的を明確

にし、子どもの言葉をつないで話合いをすること」「子どもの思考のプロセスを引き出すこと」

について指導を工夫し、学びの場を充実させ、「理解や思考の高まりを実感できる」授業づくり

に取り組む必要があると考える。それにより、既習事項を用いて自分なりに考えたり、他者と協

働しながら粘り強く取り組もうとしたりする姿勢が育まれると考える。また、それを支えるツー

ルとしてのＩＣＴの活用について、学校全体で系統的に取り組んでいくことが必要である。ＩＣ

Ｔを効果的に活用することで、視覚的な理解や自分の考えを伝える機会、学び合いの充実につな

がるであろう。さらに、学びを支える基礎的・基本的な知識や技能を習得するための方策につい

ても共通理解を図りながら実践していくことで、子ども自身が学習内容をより確かに理解すると

ともに、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、「分かった」「できた」と満足感を得られ

ることで、更なる学習意欲をもつことにもつながるのではないだろうか。 

　　　　　　　 

（３）　副主題「深い学びが生まれる算数科の授業づくり」について 

      　「深い学び」について、「学習指導要領　解説　算数編」には、「指導計画作成上の配慮事項」

　　　として以下のことが述べられている。  

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

（1） 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、

　　数学的活動を通し、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その

　　際、数学的な見方・考え方を働かせながら、日常の事象を数理的に捉え、算数の問題を見

　　いだし、問題を自立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成したりする

　　などの学習の充実を図ること。

　　　　算数科の指導計画作成に当たり、主体的・対話的で深い学びの実現を目指した授業改善が求め

　　　られており、深い学びの実現には、「主体的な学び」と「対話的な学び」が不可欠である。深い

　　　学びをつくりだすために、対話が生まれるような問題場面の設定や学び合いの場の工夫が必要で

　　　ある。 

 

（４）　目指す子どもの姿 

○見通しをもち、進んで問題の発見と解決に向かう子ども 

○考えを適切に表現し、学び合う子ども 

○自分の考えの深まりや変容に気付き、次の学びに生かそうとする子ども 

 

 



（５）　研究の仮説 

      　算数科の学習指導において、自分の考えを表すための指導、学び合いの場の設定、多様な学習

形態などを工夫することによって、対話を通して思考が深まる学びが生まれ、主体的に学び、共

に高め合おうとする子どもが育つのではないか。 

 

（６）　研究の重点と内容 

　　　　重点１　数学的な見方・考え方を働かせ、学びを深めることのできる授業づくり 

 

 　①基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得する指導の工夫 

 　②数学的に考え、必要感をもって取り組むことができるような課題 

 　　設定や学習過程の工夫 

　③ねらいに迫ることのできるような発問や問い返しの工夫 

　④思考の高まりを実感し、新たな課題を見いだすことのできる振り 

　　返りの工夫

        重点２　ＩＣＴを効果的に活用した授業づくり 

　①タブレット端末を活用する力を伸ばすための系統的な取組 

　②一人ひとりの確かな学びを支えるためのＩＣＴの活用の工夫 

　③ＩＣＴを活用した学び合いの場の工夫

 

（７）　研究組織 

  

校　　長・教　　頭  

  

 

学習指導部 授業研究部 研究推進委員会  

（算数部） (校内授業研究会､計画訪問、年間指導計画、 　(校長･教頭･教務主任･研究主任･副研究主任・算数科主任・ＴＴ担当)  

　　　　　　　　　　　　　　　　ＩＣＴ活用実践　等)   

研修・調査部  

(校外職員研修、校内研修会、教科アﾝｹｰﾄ　等)             全体研修会

学団部・学年部

 

（８）　研究の進め方 

 　 ①　学年研究計画の立案 

　　　　・子どもの実態や教師の願い等から各学年部で重点単元を設定し、学年研究計画を立案する。 

　　②　授業研究会の実施 

　　　　・算数科の授業づくりの改善・充実を目指して授業提示や協議会を実施する。 

③　校内研修会の実施 

・算数科におけるＩＣＴの効果的な活用についての研修会を実施する。 



　　④　算数アンケートの実施 

　　　　・子どもの実態や変容を把握して算数科の授業づくりに生かす。 

 

（９）　研究の予定   

　　＊学習指導部会は、毎月開催。 

  

 月 内　容 月 内　容  

  

 ４ 研究計画の作成 10 後学期研究計画の確認  

 研究推進委員会①  

 全体研修会①  

  

 ５ 学年研究計画の立案 11 校内授業研究会②  

   

６ 秋田市教育委員会計画訪問（６／１７） 12 実践集録作成計画立案  

中央教育事務所長訪問（６／２０） 実践集録の原稿作成

 

７ １ 実践集録の原稿作成 

８ 研究計画の中間の振り返りと修正 ２ 研究推進委員会② 

次年度年間指導計画作成 

全体研修会② 

９ 校内授業研究会① ３ 研究の振り返りと次年度に向けた準備

 

 

 

 

 

 

 

 

 


